
 

 

平成26年１月10日 

各  位 

東京都港区麻布十番一丁目10番10号 

株式会社プロパスト 

代表取締役社長 津江 真行 

（コード番号：3236） 

                              問い合わせ先 取締役管理本部長 

兼経営企画部長 矢野 義晃 

電話 03－6685－3100 

 

平成26年５月期 第２四半期累計期間業績予想と実績値の差異に関するお知らせ 

 

平成25年７月12日付「平成25年５月期 決算短信」において公表いたしました、平成26年５月期第２四

半期累計期間の業績予想と実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

なお、平成26年５月期通期業績予想については、修正はございません。 

 

記 

１． 平成26年５月期 第２四半期（累計）業績予想と実績値との差異 

(１) 業績予想と実績値との差異（平成25年６月１日～平成25年11月30日） 

                                  （単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

1株当たり 

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 1,213 △80 △169 △171 

円  銭

△6.73

今回の実績値（Ｂ） 1,381 △24 △86 △88 △3.47

増減額（Ｂ－Ａ） 168 56 83 83 － 

増 減 率 13.9％ － － － － 
（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成25年５月期第２四半期） 
2,470 138 81 79 3.12

（注）当社は、平成25年12月１日付で株式１株につき20株の株式分割を行っております。この内容を踏まえ、１株当

たり四半期純利益については当該株式分割が前事業年度の期首に行われたと仮定して算出しております。 
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(２) 差異の発生した理由 

平成26年５月期の第２四半期累計期間の売上高については、前回予想値を168百万円上回る1,381百万円

となりました。主な要因としては、不動産販売事業が当初計画を150百万円上回る1,098百万円で着地したこ

とによるものです。これは、収益ビルの売却が想定以上に前倒しで実施できたことが寄与しております。 

営業損失については、前回予想値から56百万円改善したため、24百万円となりました。不動産販売事業に

おける前倒しでの実績計上により、同事業のセグメント利益が当初計画を19百万円上回る144百万円で着地

したことに加えて、一般管理費の増加を抑制したことにより全社費用が50百万円減少したことが寄与してお

ります。 

経常損失については、前回予想値から83 百万円改善したため、86 百万円となりました。これは上記

の営業損失の変動要因に加えて、外部環境の変化を鑑み、当初計画していた新規物件の取得を一部見送

ったことにより金融コストとして見込んでおりました営業外費用が 25 百万円減少したことが寄与して

おります。 
以上 


